
 

 
 

支払基金統一事例 

【 検査 】 

 

８３ 造血器腫瘍細胞抗原検査の算定について 

 

《令和６年３月２９日》 

 

○ 取扱い 

 

次の傷病名に対するＤ005「15」造血器腫瘍細胞抗原検査の算定は、原則と

して認められる。 

⑴ 骨髄異形成症候群 

⑵ 多発性骨髄腫 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

造血器腫瘍細胞抗原検査は、フローサイトメトリー法により、腫瘍細胞の抗

原を解析し、腫瘍の系統と分化段階を明らかにする検査であり、厚生労働省通

知※に「対象疾病は白血病、悪性リンパ腫等である」と示されている。 

骨髄異形成症候群は、造血細胞の異常な増殖とアポトーシスによって特徴

付けられる腫瘍性の疾患で、単一あるいは複数系統の血球減少、形態学的異形

成、骨髄における無効造血、急性白血病転化のリスクを特徴としており、当該

検査はその治療法の決定や治療経過の把握に有用である。 

また、多発性骨髄腫は、形質細胞の単クローン性（腫瘍性）増殖と、その産

物である単クローン性免疫グロブリン（Ｍ蛋白）の血清・尿中増加により特徴

づけられる疾患で、同様に当該検査はその治療法の決定や治療経過の把握に

有用である。 

以上のことから、骨髄異形成症候群、多発性骨髄腫に対する当該検査の算定

は、原則として認められると判断した。 

 

 

（※）診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について 
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